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職員の手作り DX、試行中  ＃みんなで創る DX 

担当：行政経営改革・デジタル推進課 森下・中尾（電話 0979-62-9874） 

 

１．趣 旨  

暮らしの様々な分野でデジタル化を進めていくためには、「市民ニーズに応じてタイムリーにサ

ービスを提供」し、またニーズの変化にあわせ「柔軟に変更」していく必要があります。 

そのためには、デジタル社会における地方自治の担い手として、職員自ら最新のデジタル技術

を身に付け、それを日常的に使いこなすことができるよう、「変革（トランスフォーメーション）」して

くことが不可欠であり、現在、デジタル技術の知識習得や、同技術を使った市民サービスの開発

に取り組んでいます。 

 

２．開発のためのツール  

市民サービス向上や業務効率化のためのアプリ開発には、ノーコードツール（プログラミ

ングの知識が無くてもアプリ開発等ができるツール）やパブリッククラウドを最大限利用し、

「最新のデジタル技術を身に付ける」「職員自らが開発しＤＸに対する意欲を高める」「低コ

ストで運用できる」といった点に留意しています。 

 

３．リテラシー研修  

若手職員を対象にデジタルツールの操作研修（対面・オンライン併用）を随時実施してい

るほか、チャットを活用した情報交換により、通常業務への影響を最小限にしながらデジタ

ル技術習得を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 オンライン研修の様子（上）とチャット活用した
情報交換イメージ（右） 
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４．開発（作成）事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰でもまちづく

りに参加できる

環境を目指す 
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